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 「18 世紀はボヘミア人の移住の時代」１、また、チャー

ルズ・バーニー Charles Burney (1726-1814) によれば「ボ

ヘミアはすべてのドイツ人の国、おそらくヨーロッパで

一番音楽的」である２。とりわけ、18 世紀後半から 19 世

紀前半にかけ、現チェコ共和国内のボヘミア・モラヴィ

ア地域から非常に多くの作曲家、演奏家が現れ、ドイツ

語圏はもとよりフランスあるいはイギリスにおいても活

躍していた。  

 本稿は、チェコ国立博物館附属音楽図書館所蔵のパフ

タ伯爵家に伝わっていた手稿楽譜を手掛かりに３、同伯爵

家の音楽に深く関与した二人の作曲家フランティシェ

ク・クサヴェル・ドゥシェク František Xaver Dušek 

(1731-1799)、およびヴァーツラフ・ヴィンツェンツ・マ

シェク Václav Vincenc Mašek (1755-1831) のハルモニーム

ジーク（管楽アンサンブル作品）を概観し、今後の研究

活動の指針をまとめたものである。 

 はじめに、18 世紀後半から 19 世紀初頭のプラハにおけ

る音楽活動を概観し、そしてドゥシェク、マシェクの生

涯と音楽活動、パフタ伯爵家のハルモニームジークを取

り上げる。さらに、特異な編成であるマシェクの管楽ア

ンサンブル付きのチェンバロ協奏曲の現存する楽譜とそ

の伝承について最新の研究をまとめる。 

 なお、本稿は平成 29 年度愛媛大学外国派遣研究員とし

て約３ヶ月にわたりプラハに滞在し研究を行った報告で

ある。 

 

１．1800年前後のプラハの音楽活動 

「移住の時代」 

 バロック時代後期、ドレスデン宮廷で活躍したヤン・

ディスマス・ゼレンカ Jan Dismas Zelenka (1679-1745) を

はじめ、ヴィーンで活躍したレオポルド・ガスマン 

Leopold Gassmann (1729-1774)、ヤン・クシティテル・ヴ

ァニュハル Jan Křtitel Vaňhal (1739-1813)、イシー・ドゥ

ルジェツキー Jiří Družecký (1745-1819)、レオポルド・コ

ジェルフ Leopold Koželuh (1747-1818)、パヴェル・ヴラニ

ツキー Pavel Vranický (1756-1808)、フランティシェク・

クラマージュ František Kramář (1759-1831)、ヴォイティ

ェフ・マチァーシュ・イーロヴェツ Vojtěch Matyáš 
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Jírovec (1763-1850)、ベルリンのフランティシェク・ベン

ダ František Benda (1709-1786)、ゲオルク・アントン・ベ

ンダ Georg Anton Benda (1722-1795)、マンハイムのヨハ

ン・ヴェンツェル・シュターミッツ Johann Wenzel 

Stamitz (1717-1757)、南ドイツのちにボン宮廷楽長のヨー

ゼフ・レイハ Josef Rejcha (1717-1795)、南ドイツのちにシ

ュヴェリーン宮廷楽長のアントニオ・ロゼッティ Antonio 

Rosetti (ca. 1750-1792)、イタリアで活躍したヨーゼフ・ミ

ズリヴェチェク Josef Mysliveček (1737-1781)、パリのアン

トニーン・レイハ Antonín Rejcha (1770-1836) など非常に

多くのボヘミア出身の作曲家、あるいは宮廷楽長が歴史

に名を残している。 

 演奏家としては、ヨーロッパ中で知られ、ルートヴィ

ヒ・ファン・ベートーヴェン Ludwig van Beethoven 

(1770-1827) と五重奏やホルンソナタ F-Dur op. 17 を作曲

者と共演したホルン奏者、ヤン・ヴァーツラフ・シュテ

ィヒことジョバンニ・プント Jan Václav Stich / Giovanni 

Punto (1746-1803)、同じく五重奏を作曲者およびプントと

共演したクラリネット奏者ヨーゼフ・ベーア Joseph Beer 

(1744-1812)４、ヨーロッパ各地をピアニストとして演奏旅

行し主としてピアノ曲を残したヤン・ラディスラフ・ド

ゥシーク Jan Ladislav Dusík (1760-1812)５ などがよく知ら

れている。これらの演奏家の一世代前では、プントの師

でありホルンの右手の閉塞音奏法の確立に貢献したとさ

れるドレスデンのホルンの名手、ヨーゼフ・アントン・

ハンペル Anton Joseph Hampel  (ca.1710-1770) もプラハ出

身の音楽家として忘れることはできない。このように他

地域で評価され受け入れられたボヘミア出身の音楽家が

これほど多い時代は 18 世紀をおいてはなく、「移住の時

代」というのは極めて適切な表現である。 

 

プラハの貴族のための音楽 

 当時、プラハにはハプスブルク家の重鎮である貴族た

ち、キンスキー、シュヴァルツェンベルク、ヴァルトシ

ュテイン、ロプコヴィッツ、リーヒテンシュタインの各

侯爵家、クラム＝ガラス、パフタ、トゥーンの各伯爵家

などの邸宅が存在した。これらは、現在では国議会、チ

ェコ共和国の省庁、諸外国の大使館、美術館、演奏会場

などプラハ市内で重要な建造物として利用されている６。 

 これらの貴族と音楽家との交流はよく知られており、

たとえば、ヴォルフガング・アマデウス・モーツァルト

Wolfgang Amadeus Mozart (1756-1791) はプラハを訪れた

際、1787 年１月 12 日、庇護者であるトゥーン伯爵にヴル

タヴァ川西岸のマラー・ストラナ（小地区）にある邸宅

に招かれ、親しくもてなされている様子を手紙に記して

いる７。ヴァルトシュテイン家やロプコヴィッツ家とベー

トーヴェンとの関係はよく知られているが８、６回にわた

るプラハ滞在時９、貴族たちに何度も招待を受けている

１０。 

 これらボヘミア貴族の中で、音楽の分野で特に重要な

役割を果たしていたのは、自身が音楽活動もしていたヨ

ーハン・ヨーゼフ・フィリップ・パフタ・フォン・ライ

ホーフェン伯爵 Johann Josef Philipp Pachta von Rayhofen 

(1723-1822) である１１。 

 

２．ドゥシェクとマシェク 

 「移住の時代」にボヘミア領内に残った音楽家の中

で、F. X. ドゥシェクと V. マシェクは、プラハの音楽活

動、特に自身を含め、多くの国内外の演奏家による演奏

会を主催するなど、極めて重要な役割を果たした。ま

た、ドゥシェクはシンフォニーの作曲の際、パフタ伯爵

家とクラム＝ガラス伯爵家の宮廷楽団と協力関係にあっ

たと言われる。 

 

フランティシェク・クサヴェル・ドゥシェクとその生涯 

 F. X. ドゥシェクは 1731 年、現在のポーランド国境に

近い北東ボヘミアの小村ホティエヴォルキ Chotěborky u 

Jaroměře に生まれ、ヴィーンでゲオルク・クリストフ・

ヴァーゲンザイル Georg Christoph Wagenseil (1715-1777) 

に師事、1770 年にプラハに戻った後は、主にピアノ教育

者、作曲家として活動した。1776 年、弟子の一人であっ

た、ヨセファ・ハムバッヒェル（結婚後はドゥシュコヴ

ァー） Josepha Hambacher (1754-1824) と結婚した。夫妻

は後にプラハのスミーホフ地区のベルトラムカ荘に居を

構え、18 世紀の後半、様々な音楽アカデミー・演奏会を

企画、多くの音楽家が同家を訪れるなど、プラハの音楽

活動の中心となった。とりわけ、モーツァルトとの関係

は有名で、アリア "Ah, lo previdi – Ah, t'invola agl'occhi miei" 
KV 272 をヨセファ・ドゥシュコヴァーのために作曲１２、

その後も夫妻はモーツァルトと親しく交流し、1787 年、

1791 年、２度にわたる訪問の様子はよく知られている。

ドゥシェクはシンフォニー、コンチェルト、室内楽など
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を残し、その多くはプラハの音楽図書館に所蔵されてい

る１３。 

 

ヴィンツェンツ・マシェクとその生涯 

 V. マシェクは 1755 年、西ボヘミア、プラハとピルゼン

の中間に位置するヅヴィーコベツ Zvíkovec で生まれ、牧

師であった父に音楽の手ほどきを受けた後、プラハでフ

ランティシェク・クサヴェル・ドゥシェク František 

Xaver Dušek (1731-1799) にクラヴィーアを、ヨセフ・セ

ゲル Josef Seger (1716-1782) に作曲を師事した。マシェク

は、弟子でグラスハーモニカの名手であった マリー・ヨ

ハンナ・ネポムツェナ・プラウシン（結婚後はマシュコ

ヴァー） Marie Johanna Nepomucena Prauschin (1764–

1808) と結婚、夫妻で演奏旅行を行った１４。プラハの著名

な著述家でストラホフ修道院の司書であったゴットフリ

ート・ヨーハン・ドラバチ Gottfried Johann Dlabacž 

(1758-1820) によれば、マシェク自身はピアノ、および夫

人同様グラスハーモニカの名手であり１５、1787 年１６、夫

妻でボヘミアの貴族であるヴィルビ伯爵とともに、ドレ

スデン、ハレ、ライプツィヒ、ハンブルク、コペンハー

ゲンへ演奏旅行を行い大きな評価を受けた１７。1795 年か

らはプラハ市内ヴルタヴァ川西岸のマラー・ストラナに

ある聖ミクラーシュ教会の合唱監督に就任し、1831 年に

亡くなるまでその地位にあった。 

 作品は、７曲のシンフォニー、８曲のピアノコンチェ

ルト、室内楽、ピアノ曲、２つのオペラ１８、教会音楽

１９、バレエ・パントマイム音楽、などを数多く残してい

るが２０、とりわけ重要なのは、当時ヴィーンを始め中部

ヨーロッパで流行していたグラスハーモニカの作品群

で、プラハの音楽学者イシー・ミクラーシュ Jiři Mikláš 

(1965- ) の作品目録では、消失したグラスハーモニカと管

弦楽のコンチェルト Mik. VM IV:5２１ やグラスハーモニカ

を含む室内楽作品として６曲が記載されている２２。グラ

スハーモニカは、アメリカのベンジャミン・フランクリ

ンにより 1761 年に発明され、アルモニカ Armonica と名

づけられ、瞬く間にヨーロッパにも広まったが、ヨーロ

ッパでは Harmonika と称され、1802 年出版のハインリ

ヒ・クリストフ・コッホ Heinrich Christoph Koch (1749-

1816) の音楽事典でも実に６ページを割き詳述している

２３。 

 マシェクは、聖ミクラーシュ教会の合唱監督のほか、

1780 年代から 1810 年ごろまでプラハの音楽界を牽引し、

数多くの演奏会を企画し、また音楽教育者としても重要

な足跡を残している。マシェク夫妻には 17 人の子どもが

おり、成人した12名のうち、第10子のカシュパル・ニク

ラス・マシェク Kašpar Mašek (1794-1873) はリュブリャ

ナで歌劇場の指揮者として、末子のアルビーン・マシェ

ク Albín Mašek (1804-1878) は聖ミクラーシュ教会を始め

プラハの教会で聖歌隊監督を務めている。 

 特に重要なのは、マシェクの交友関係である。1790 年

代から 1800 年代にかけマシェクの周辺にはプラハ内外を

代表する音楽家たちが集まった。マシェクは 1781 年の結

婚後、ヴルタヴァ川東岸の新市街地区で数度にわたり移

転し、最終的に 1795 年、聖ミクラーシュ教会の合唱監督

に就任しヴルタヴァ川西岸のマラー・ストラナのプファ

ー小通り Pfarrgasse 155番に居を構え２４、没するまで居住

していた２５。この住居は現在のトゥルノフスカー通り 

Thunovská 178/10 にあたり、現イギリス大使館（旧トゥ

ーン伯爵邸）のすぐ近くで、その建造物は現存している

２６。1802 年、マシェクはこの住宅にビーダーマイヤーを

思い起こさせる一種の音楽サロンを設立、 "Ein 
Kunstkabinet"「芸術の小部屋」と名付けた２７。マシェク

と深い交友関係にあったのは、プラハの著名な作曲家ヤ

ン・ヴァーツラフ・トマーシェク Václav Jan Křtitel 

Tomášek (1774-1850)、自身が作曲家でもあるライプツィ

ヒの出版者フランツ・アントン・ホフマイスター Franz 

Anton Hoffmeinster (1754-1812)、ヨーロッパ各地で活躍し

た作曲家で当時プラハに滞在していたゲオルク・ヨーゼ

フ・フォーグラー Georg Joseph (Abbé) Vogler (1749-

1814)、ドイツの著名な音楽理論家ヨーハン・ニコラウ

ス・フォルケル Johann Nikolaus Forkel (1749-1818)、ジョ

バンニ・プントなど現在でも名を残している音楽家たち

も含まれている。1801 年５月 16 日の娘 Thekla Georgia 

Amalia Antonia (1801-1847以降) の誕生に際し、フォーグ

ラー、プント、ドレスデンの当時著名な作曲家ヨハン・

ゴットリープ・ナウマン Johann Gottlieb Naumann (1741-

1801) に代父を務めてもらっているが、ドレスデンの音楽

監督のナウマンがその３日後にプラハを後にしドレスデ

ンに戻り、また、３人の音楽監督２８ が代父を務め、

「近々会うことになっている４人めの音楽監督ホフマイ
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スターがいないことが残念２９」であることをホフマイス

ター出版社の共同経営者アンブロジウス・キューネル 

Ambrosius Kühnel (1771-1813) に書き送っている３０。この

例は、マシェクの家族が公私にわたり多くの著名な音楽

家たちと深く交流していたことを証明している。 

 この中で、ヨーロッパ中で知られていたホルン奏者の

ジョバンニ・プントは、最晩年はマシェク家のすぐ近く

に居住しもっとも近い関係にあったと推測される。事

実、彼の死去に際しては葬儀の音楽を担当している３１。 

 プントは、1746 年、プラハから東方 90 キロメートルに

位置するジェフシツェでヤン・ヴァーツラフ・シュティ

ッヒとして生まれ、ホルン奏者として偽名であるジョバ

ンニ・プントの名で有名になった。モーツァルトやベー

トーヴェンとも親交があり、彼らの作品をしばしば演奏

したことはすでに述べた通りであるまた、作曲家として

もホルンのためのコンチェルトを始め、数多くの楽曲を

残している。 

 1801 年、プントは故国であるボヘミアのプラハに戻り

演奏会を開き、翌年パリへ短期間の演奏旅行を行い、そ

の後プラハに戻るが胸膜炎を患い、1803 年２月 15 日、マ

ラー・ストラナの宿屋 U arcivévody Karla で死亡した。

マシェクの自宅の近くにある聖ミクラーシュ教会で葬儀

が行われ、その際にはモーツァルトのレクイエムが演奏

された３２。 

 

マシェクの「音楽アカデミー」 

ドゥシェクは 1799 年に亡くなるまでマラー・ストラナ

からほど近い、スミホフ地区のベルトラムカ荘に住んで

おり、既述のようにプラハにおける音楽活動の一つの中

心であった。ドゥシェクの教え子であるマシェクは「音

楽アカデミー」の伝統を引き継ぎ、当時のプラハの音楽

生活を豊かなものとした。1791 年３月 21 日に王立国民劇

場で開催された「音楽アカデミー」の例を紹介する。 

 

Mit hoher und gnädigster Bewilligung 
Wird Morgen Montag den 21ten März 1791, 

Herr Vinzenz Masche und Madame Maschek 
die Ehre haben 

im königl. Nationaltheater 
Eine Musikalische Academie 

Vorkommende Stücke: 

1. Symphonie. 
2. Ein Adagio Sonate auf der Harmonika nebst einen Allegro 
mit Abwechslung eines Echo mit blasenden Instrumenten, 
gespielt von Madame Maschek. 
3. Ein großes Concert auf dom Forte-Piano, mit dem ganzen 
Orchester nebst 4 Horn Trompeten und Pauken, gespielt vom 
Herrn Maschek. 
4. Variation auf der Harmonika und Forte-Piano, gespielt von 
Hr. und Md. Maschek. 
 5. Ein Stück von einer Symphonie. 
6. Ein Adagio ganz allein auf der Harmonika, dann ein großes 
Allegro eben auf der Harmonika mit den ganzen Orchester, 
gespielt vom Herrn Maschek. 
7. Eine Fantasie Sonate auf dem Forte-Piano, vereinigt mit 
dem Carillion, gespielt vom Herrn Maschek. 
8. Duet auf zwey Harmonika, gespielt von Hr. und Mad. 
Maschek. 
Den Beschluß macht ein Allegro von einer Symphonie. 
NB. Alle vorkommende Stücke sind ganz neu Componirt von 
Herrn Vinzenz Maschek.３３ 

 

 第２曲めは管楽アンサンブル付きのグラスハーモニカ

作品で、この編成は他にほとんど例がない。楽譜は現存

しないが、ミクラーシュの作品目録では、Mik. VM XVIII: 

5 が与えられている３４。シンフォニー、ピアノコンチェ

ルト、ピアノ作品、グラスハーモニカ作品、さらに夫妻

によるグラスハーモニカ二重奏など非常にバラエティに

富んだ演奏会となっている。すべての作品はマシェク自

身の新作であることも記載されている。このような「音

楽アカデミー」が定期的に行われ、18 世紀末から 19 世紀

初頭のプラハの音楽生活を豊かにしていた。ドゥシェ

ク、マシェク以外では、コジェルフ、トマーシェク、お

よびマシェクの弟子であるヤン・ネポムク・ヴィターセ

ク Jan Nepomuk Vitásek (1771-1839)３５ などの作曲家たち

は大きな役割を果たした３６。 

 

３．ハルモニームジーク 

 管楽アンサンブルの一形態である  Harmoniemusik「ハ

ルモニームジーク」は、1760 年前後に成立した渡韓がら

れ、特に 1782 年４月にヴィーンで「皇帝のハルモニー」 

Kaiserische Harmonie が成立した後、多くの貴族が同様の

316



18 世紀後半から 19 世紀初頭のプラハの音楽活動について 

アンサンブルを設立し、1840 年頃までヨーロッパ各地、

とりわけドイツ語圏で流行していた。特に、管弦楽を有

することのできない小さな宮廷による管弦楽の代替とし

て、婚礼、葬儀、祝祭、重要人物の来訪時、あるいは当

主の趣味、例えば狩りや船遊びといった際に演奏される

など様々な例が見られるが、王侯貴族のみにとどまら

ず、街の宿屋、飲食店、路上など様々な場所で演奏され

ていた３７。 

 

 「夏の季節には、天気のよい日はほぼ毎日路上での

小さな演奏が、時折午前１時、あるいはそれ以降まで

行われる。（中略）それらの音楽は、イタリアやスペ

インのようにギターやマンドリン、または別の楽器が

歌を伴奏する、というのではなく、（中略）多くの場

合はオペラからの楽曲を三重奏、四重奏の管楽器で演

奏するもので、しばしばオーケストラ作品も演奏さ

れ、大きな交響曲を聴いているような気持になる。

（中略）大きな拍手を受け、場合によっては繰り返

し、また別の場所で演奏する。」３８ 

 

 これは、1794 年のヴィーンでの管楽アンサンブルの路

上での演奏の様子を描いたものである。おそらく、プラ

ハにおいても同様に管楽アンサンブルは好まれ、市民た

ちに「夕べの音楽」を提供していたと思われる。演奏会

として行われる場合には時としてそのチラシやプログラ

ムが残ることもあるが、こうした路上でのあるいは飲食

店などでの演奏は記録に残ることはほとんどない。しか

し、公式の演奏会だけではなく、このような路上で、飲

食店や庭園、あるいは個人の住宅で、貴族の食卓で、管

楽アンサンブルが特に好まれたのは疑いようがない。 

 基本的な編成は、オーボエ、クラリネット、ホルン、

ファゴットを２本ひと組で使用する管楽八重奏である

が、特にモーツァルトの２曲のセレナーデ Es-Dur KV 

375、c-Moll KV 384a は今日でも重要なレパートリーであ

る。これは上記の皇帝のハルモニームジークの編成によ

るものであり、非常に多くの楽曲が残されている。しか

し、２本ずつのオーボエ、クラリネット、ホルン、ファ

ゴットの八重奏が「標準」である、との記述にしばしば

でくわすが、実際にはその編成は極めて多様である。ク

ラリネット、ホルン、ファゴットを２本ずつ使用するベ

ートーヴェンの六重奏 Es-Dur op.81 は極めて有名な例で

あるが、ロゼッティを始めとするヴァラーシュタイン宮

廷の作曲家が好んだフルートやコントラバスを含む 10〜

12 重奏、ベートーヴェンの交響曲第７番の編曲のように

コントラファゴットを含むもの、トランペットやトロン

ボーンを含むもの、シュヴァルツェンベルク伯爵家に伝

わっていたクラリネットの代わりにイングリッシュホル

ンを取り入れた楽曲、同じくシュヴァルツェンベルク伯

爵家に伝承した２本のホルンと６本のファゴットなど

３９、その楽器編成は多種多様である。したがって、ハル

モニームジークは「単数あるいは複数の『一対の管楽

器』とバス楽器（通常はファゴット）を基本編成とし、

内声部としてホルンを用いる管楽アンサンブル」、と定

義できる４０。 

 ハルモニームジークのタイトルは、プラハに伝わる楽

曲の場合にはその多くはパルティア、Partia あるいは パ

ルティータ Partita と名付けられているが、このほかに

もセレナーデ、ディヴェルティメント、カッサシオンな

ど様々である４１。 

 ミズリヴェチェク、ドゥルジェツキー、ロゼッティ、

クラマージュ、イーロヴェツ、そしてマシェクなど、ボ

ヘミア出身の音楽家たちも数多くの作品を残しており、

今日でも演奏のレパートリーとなっている曲もある。18

世紀末から 19 世紀初頭にはハルモニームジークはブーム

となり、オリジナル楽曲はもとより、モーツァルト、ベ

ートーヴェン、ロッシーニ、ヴェーバーのオペラ、ある

いはベートーヴェンのシンフォニーからの編曲作品など

様々なジャンルのハルモニームジークが生み出された。

このような作品を生み出した当時を代表する演奏家でも

っとも有名なオーボエ奏者の一人で、プラハのパフタ伯

爵家でも仕えていた４２、ヤン・ネポムク・ヴェント Jan 

Nepomuk Vent (1745-1801)、およびヨーゼフ・トリーヴェ

ンゼー Josef Triebensee (1746-1813)、クラリネット奏者、

ヴァーツラフ・セドラーク Václav Sedlák (1776-1850) は

ボヘミア出身である。 

 また、ハルモニームジークはボヘミア兄弟団の中の音

楽家により新大陸にも伝えられ、19 世紀前半、特に北ア

メリカ東海岸の一部では広く演奏されていた４３。 
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プラハにおけるハルモニームジーク 

 記述の通り、ドゥシェク、マシェクの管弦楽作品はプ

ラハの有力貴族であるパフタあるいはクラム＝ガラス伯

の宮廷楽団と密接な関係がある。パフタ伯爵家に伝承さ

れ、現在チェコ音楽図書館に所蔵されているドゥシェク

の管楽パルティータは 37 曲４４、マシェクの管楽パルティ

ータは24曲である４５。 

 このほか、同図書館所蔵のパフタ伯爵家伝承の管楽パ

ルティータには、フランチェスコ・アレッシオ Francesco 

Alessio (?-1780)４６、フランツ・アスペルマイヤー Franz 

Aspelmayr (1728-1786) ４７、フランティシェク・クサヴェ

ル・ブリクシ František Xaver Brixi (1732-1771)４８、カー

ル・ディッタース・フォン・ディッタースドルフ Carl 

Ditters von Dittersdorf (1739-1799)４９、イシー・ドゥルジェ

ツキー５０、アントニーン・ラウベ Antonín Laube (1718-

1784)５１、ヴァーツラフ・ピフル Václav Pichl (1741-

1785)５２ の作品など、ドゥシェク、マシェクの作品を含め

約260曲が残されている５３。  

 注目すべき点は、ドゥシェクの管楽パルティータのい

くつかは作曲年代の特定が可能で、その時期は 1762 年か

ら 1764 年である。これは、ハイドンなどの作品とともに

ハルモニームジークとしてごく初期の例である。それ

は、既述のヴィーンの「皇帝のハルモニー」に約 20 年先

んじている。この長いハルモニームジークの歴史は、ボ

ヘミアにおける管楽パルティータの隆盛にもつながって

いる。1800 年４月９日の「一般音楽新聞」 Allgemeine 
musikalische Zeitung はボヘミア地方の音楽状況を伝える

中で、その時点で現存していたパフタ伯爵家のハルモニ

ームジークに関して次のように言及している。 

 

多くの騎士達は卓越した楽師からなる楽団を有し

ていたが、その多くは管楽器奏者からなってい

た。現時点で唯一残っているのは、ヨーハン・パ

フタ伯爵のものである５４。 

 

 パフタ伯爵家のハルモニームジークは、1762 年に設立

されたとされ、少なくとも 1815 年までは存在していた。

ヤン・パフタ伯爵自身 1780 年代にはハルモニームジーク

のための交響曲を作曲している。同様に、クラム＝ガラ

ス伯爵家のハルモニームジークはフリードラント 

Frýdlant 城を中心として演奏されていたが、同宮廷楽団

ハルモニームジークの基本編成は、２本ずつのオーボ

エ、ホルン、ファゴットに加え１本のフルートが入れら

れることが多く、パフタ宮廷のためにこの編成でドゥル

シェツキーやアスペルマイヤーなどの作品が残されてい

る。同様に、ドゥシェクの 47 曲の管楽パルティータは、

２本のオーボエ、２本のホルン、１本あるいは２本のフ

ァゴットの編成で、クラリネットは全く用いられていな

い５５。ドゥルシェツキーの管楽パルティアは、２本のク

ラリネットを含む「標準型」ハルモニームジークである

５６。さらに、マシェクの管楽パルティータでは、バセッ

トホルンを使用したものもある５７。 

 

その後の伝承 

 パフタ伯爵家の管楽作品の手稿譜は、その後、プラハ

音楽院 Pražská konzervatoř５８、さらにプラハ芸術協会 

Umělecká beseda５９ により伝承された。芸術協会は音楽

や文学などの部門を有し、19 世紀後半から 20 世紀にか

け、また現在でも、音楽、芸術活動の中心として教育、

演奏会企画など積極的な活動を行っている６０。チェコス

ロヴァキア社会主義共和国成立後、同芸術協会所蔵の手

稿譜を始め、チェコ国内の多くの楽譜資料が 1949 年にチ

ェコ国立博物館附属音楽図書館に集められた６１。 

 

４．マシェクの管楽アンサンブル付クラヴィーア協奏曲  

マシェクの作品の中でとりわけ異彩を放っているのが、

管楽アンサンブル付きのチェンバロあるいはピアノを独奏

とする協奏曲 Mik. VM III:1-7 である６２。管楽アンサンブ

ルは、基本的にクラリネットやホルンなどの管楽器を２本

ずつの組み合わせにするハルモニームジークで、通常の協

奏曲では管弦楽の部分の役割を果たしている。こうした編

成のクラヴィーア協奏曲の例は極めて少なく、1800年前後

の作品では、マシェクによるもの以外ではドゥルジェツキ

によるものが１曲確認できるのみである６３。 

 ミクラーシュによる目録では、独奏チェンバロと管楽

五重奏 (2Cl., 2Hn., Fg.) のためのパルティア３曲 Mik. VM 

III: 1-3、２台のチェンバロと管楽六重奏 (2Cl., 2Hn., 2Fg.) 

のための小協奏曲あるいはパルティアが２曲 Mik. VM III: 

5-6、３台のチェンバロと管楽七重奏 (2Ob., 2Cl., 2Hn., 

1Fg.) ための協奏曲１曲 Mik. VM III: 7、および四手連弾

ピアノ独奏と管楽八重奏 (2Fl., 2Cl., 2Hn., 2Fg.) のための協

奏曲が１曲 Mik. VM III: 4 である。このうち 協奏曲 Es-
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Dur Mik. VM III: 5 は第１ピアノのパート譜のみ現存して

おり、主題が極めて類似しており、明らかに Mik. VM III: 

6 の編曲作品である６４。 

 作曲技法的には特に目新しいことはなく、典型的な古

典派協奏曲の様式で、第１楽章に序奏を有する協奏曲は

３曲 (Mik. VM III: 4, 5, 6)６５、終楽章がロンド形式の協奏

曲は６曲 (Mik. VM III: 2, 3, 4, 5, 6, 7)、残りの１曲 (Mik. 

VM III: 1) は舞曲 Inglese を取り入れている。注目点は、

緩徐楽章に Romance をしている楽曲が２曲あることであ

る。本来、声楽曲に用いられることの多かった Romance 
は古典派時代には、交響曲、協奏曲の緩徐楽章に採用さ

れることがしばしば見られたが、アントニオ・ロゼッテ

ィを始めとするボヘミア出身の音楽家の協奏曲に多く見

られる６６。また、協奏曲の第２楽章に Menuetto 楽章を

挿入 (Mik. VM III: 3) するのはほとんど例がない６７。 

 全７曲で唯一出版楽譜が現存している四手連弾のため

の協奏曲 F-Dur Mik. VM III: 4 は四手連弾のためのソナタ 

Sonate pour le Piano-forte à quatre mains  F-Dur VM XIII: 5 

の編曲作品である６８。どちらも 1802 年にライプツィヒの

ブライトコプフ＆ヘルテル社より出版されている６９。 

  

伝承について 

 唯一の出版楽譜としてプラハの国立音楽図書館に所蔵

されている四手連弾ピアノのための協奏曲 F-Dur VM III: 

4 の２種類の楽譜は同一である７０。この曲の確認できる

最初の演奏記録は、1821 年あるいは 1822 年、シュトラス

ブルクからの報告で、「マシェクのハルモニー伴奏のピ

アノフォルテのためのコンチェルティーノがジョルディ

氏により」演奏された記録が残っている７１。なお、これ

は同地の第２ディレッタント協会 Der zweyte Dilettanten-
Verein 主催の、1821年10月28日から1822年３月24日ま

での第 12 回（年）目の演奏会に関する報告に記載されて

いる。毎日曜日の午前 11 時から午後１時まで宿屋「ツ

ム・ガイスト」 Gasthof zum Geist で開催されていた演奏

会シリーズ中の演奏会である７２。 

 独奏コンチェルト Mik. VM III: 1-3 の筆写譜は３曲とも

２種類伝承されている。一つめは、現在、チェコの作曲

家ズデニェク・シェスターク Zdeněk Šesták (1925- ) 氏の

個人所有で、コピイストは不明、パート譜である７３。本

来の保管されていた場所は、プラハの北方の街、ツィー

トリビ Cítoliby でパフタ・フォン・ライホーフェン宮廷の

所蔵楽譜であった。1720 年にパフタ伯爵家は、ツィート

リビに不動産を取得している。３曲の楽譜の現在の所有

者シェスターク氏はツィートリビ出身で、なんらかの関

係でこれらの手稿譜を入手したと思われる７４。  

 この３曲のもう一方の筆写譜の現在の所蔵場所は、プ

ラハにあるチェコ国立図書館で７５、これらはクラリネッ

ト奏者でプラハ・コレギウム・ムジクムのメンバーであ

ったアントニーン・ミスリーク Antonín Myslík (1933-

1983) 氏により筆写されたスコアである。いずれもタイト

ルは PARTITA「パルティータ」である。このうちパルテ

ィータ A-Dur Mik. VM III: 2 はミスリーク氏によるスコ

ア、パート譜のオリジナル筆写譜である７６。なお、氏本

人の署名とともに、1971年10月16日の日付が記載されて

いる。 

 さらにミスリーク氏による筆写譜をマイクロフィルム

化した３曲のコピー楽譜が存在する。すなわち、パルテ

ィータ D-Dur Mik. VM III: 1７７ は1977年５月９日、パル

ティータ A-Dur Mik. VM III: 2７８、パルティータ Es-Dur 

Mik. VM III: 3７９は、1966年９月23日の日付がミスリーク

氏の署名とともに記載されている。興味深いことに、協

奏曲 A-Dur Mik. VM III: 2 の署名には日付とともに 

Provenience CITOLIBY との記載があり８０、シェスターク

所蔵のパート譜を筆写したものと類推できる。 

 このようにチェコ国立図書館には、３曲４種の手稿譜

が所蔵され、これら３曲は、1978 年にミスリーク氏自身

がクラリネットを担当するプラハ・コレギウム・ムジク

ムによりレコード録音されている８１。 

 協奏曲 A-Dur Mik. VM III: 2 は上記のようにミスリーク

氏による２種類の楽譜が残されていが、オリジナル資料

はファゴットが１本であるのに対し、マイクロフィルム

からの楽譜は、第２ファゴットが書き加えられている。

ほとんどは第１ファゴットのオクターブ下であるが、場

合によっては３度で重ねられているなど、ミスリーク氏

自身が実演の際に編曲した可能性が高い。同様に残りの

２曲のマイクロフィルム楽譜でも２本のファゴットに書

き直されている８２。 

 コンチェルティーノ Es-Dur Mik. VM III: 6 は自筆譜が

ベルリンのドイツ国立図書館に所蔵されている８３。この
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楽譜はパート譜で、タイトルページに次のような記述が

ある。 

 

 

 

Prag 

Zu haben auf der Kleinseite in der Pfarrgasse Nr155, im 1ten Stock. 

「プラハ 小地区８４、プファルガッセ155番、１階」 

 

 この住所は、マシェクが 1795 年から居住しており、

「芸術の小部屋」と称した場所である。街区番号変更に

より、1805年に178番に変更されているため、この楽曲は

この10年間の間に作曲されたと考えられる８５。 

 コンチェルティーノ Es-Dur Mik. VM III: 6 は、ベルリ

ン所在の楽譜以外に、この曲の編曲作品であると思われ

るパルティア Es-Dur Mik. VM III: 5 とともにチェコ音楽

図書館に所蔵されている８６。どちらも以前の所蔵場所は

北東ボヘミアのポーランド国境に接している街ブロウモ

フ Broumov の修道院８７ である８８。同修道院にはイタリ

アのアントニオ・ボローニ Antonio Boroni (1738-1792)、デ

ィッタースドルフ、ブリクシ、ラウベ、ヨハネス・ロヘ

リウス Johannes Lohelius  (1724-1788)、ヤン・ザフ Jan 

Zach (1713-1773) などの作品が所蔵されているなど、18世

紀から19世紀にかけ活発な音楽活動が行われていた８９。 

 ３台のチェンバロのための協奏曲 D-Dur Mik. VM: III: 7 

もベルリンのドイツ国立図書館に所蔵されている９０。３

台のチェンバロを独奏とし管楽八重奏を伴奏にする、と

いう極めて特異な編成の楽曲であるが、1976 年にレコー

ド録音もされている９１。タイトルページには、 

 

"Concerto. in D. // a. // Tre Clavicembalis. // Oboe 
Primo. Oboe Secundo. // Clarinetto Primo. 
Clarinetto // Corno Primo. Corno Secundo. // con // 
Fagotto. // Del Sigr: Vincenzo Maschek" 

 

と記載されており、明確にチェンバロが独奏楽器である

ことが確認できる。コピイストは特定できない。 

 

おわりに 

 プラハにあるチェコ国立博物館所蔵のハルモニームジ

ークの楽譜を精査し、18 世紀後半から 19 世紀初頭のボヘ

ミア地方におけるハルモニームジークの実態を調査し

た。特に、パフタ伯爵家に伝承したドゥシェクとマシェ

クのパルティアの手稿楽譜、および、マシェクの管楽伴

奏付きチェンバロあるいはピアノ協奏曲のその伝承に焦

点を置いて調査結果をまとめた。 

 本稿は、18 世紀から 19 世紀初頭のプラハあるいはボヘ

ミアにおける豊かな音楽活動と、「移住の時代」に国内

にとどまった音楽家とその管楽作品をさらに探求してい

く上で指針となる成果であり、今後、演奏可能な楽譜を

作成し実演を含め紹介していく予定である。 

 

 

略語： 

Cl. クラリネット 

CZ-Pnm チェコ国立博物館附属音楽図書館（プラハ） 

 Praha, Národnì muzeum – České muzeum hudby 

CZ-Pu チェコ国立図書館（プラハ） 

 Praha, Národnì knihovna ČR 

D-B ドイツ国立図書館（ベルリン） 

 Berlin, Staatsbibliothek, Deutschland 

Fg. ファゴット 

Fl. フルート 

Hn. ホルン 

Mik. VM イシー・ミクラーシュ氏によるマシェク作品目 

録 

Ob. オーボエ 

sp. Spalte ページをさらに左右に半分ずつ分けたペ

ージ割 
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楽譜資料： 

 

 

 

  

V. マシェク 四手連弾ピアノのための協奏曲 F-Dur VM III: 4 

(CZ-Pnm: XIII F 375)  タイトルページ 

V. マシェク ２台のピアノのための協奏曲 Es-Dur VM III: 6 

(CZ-Pnm: XXXVIII C 281)  Cl. I  パート譜 

321



市川 克明 

 

 

 

  

表：ヴィンツェンツ・マシェクの管楽伴奏付きチェンバロ・クラヴィーア協奏曲 

目録 調性 編成 種類 伝承 現所在地 

III:1  D Cemb. Solo 
Cl. I, II in A 
Hn. I, II in D 
Fg.  

筆写譜 
 

パート譜 チートリビ, アルノシュ

ト・パフタ伯爵宮廷楽団所

蔵 

ズデニェク・シェスターク 
個人所有 

筆写譜（1977. 5. 9,コピイス

ト: アントニーン・ミスリー

ク） 

スコア譜 アントニーン・ミスリーク CZ-Pu: 59 XR165 (旧: R 2950)
《マイクロフィルムからの

コピー》 

III:2 A Cemb. Solo 
Cl. I, II in A 
Hn. I, II in A 
Fg.  

筆写譜 
 

パート譜 チートリビ, アルノシュ

ト・パフタ伯爵宮廷楽団所

蔵 

ズデニェク・シェスターク 
個人所有 

筆写譜（1971. 10. 16,コピイ

スト: アントニーン・ミスリ

ーク） 

スコア譜・

パート譜 
アントニーン・ミスリーク CZ-Pu: 59 R 4099 

筆写譜（1966. 9. 23,コピイス

ト: アントニーン・ミスリー

ク） 

スコア譜 アントニーン・ミスリーク CZ-Pu: 59 XR164 (旧: 59 R 
2949)《マイクロフィルムか

らのコピー》 

III:3 Dis Cemb. Solo 
Cl. I, II in B 
Hn. I, II in Dis 
Fg.  
 

筆写譜 
 

パート譜 チートリビ, アルノシュ

ト・パフタ伯爵宮廷楽団所

蔵 

ズデニェク・シェスターク

個人所有 

筆写譜（1966. 9. 23,コピイス

ト: アントニーン・ミスリー

ク） 

スコア譜 アントニーン・ミスリーク CZ-Pu: 59 XR166 (旧: 59 R 
2951)《マイクロフィルムか

らのコピー》 

III:4 F Pf. 4 Hd. 
Fl. I, II 
Cl. I, II in B 
Hn. I, II in F 
Fg. I, II 

印刷譜 (Breitkopf & Härtel, 
Leipzig, 1802) 
 

パート譜  CZ-Pnm: XIII F 375 

印刷譜 (Breitkopf & Härtel, 
Leipzig, 1802) 

パート譜  CZ-Pnm: II C 19 

III:5 Es Pf. I, II 
Cl. I, II 
Hn. I, II 
Fg. I, II 

筆写譜（第１ピアノのパー

ト譜のみ現存（III:6 の編

曲？） 

パート譜 ブロウモフ修道院 CZ-Pnm: XXXVIII C 281

III:6  Es Pf. I, II 
Cl. I, II in B 
Hn. I, II in Es 
Fg. I, II 

自筆譜 
 

パート譜  D-B: Mus. ms. 13 795 / 3  
《マイクロフィルム》 

筆写譜 
 

パート譜 ブロウモフ修道院 CZ-Pnm: XXXVIII C 281

III:7  D Cemb. I, II, III 
Ob. I, II 
Cl. I, II in A 
Hn. I, II in D 
Fg.  

筆写譜 パート譜  D-B: Mus. ms. 13795 
《マイクロフィルム》 
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脚注： 

 
１ Alexander Schunka, "Konfession und Staat und Migration im Alten Reich", in: "Handbuch Staat und Migration in Deutschland seit dem 
17. Jahrhundert", Herg. von Jochen Oltmer, Berlin 2016, S. 140 
２ Charles Burney, "Tagebuch seiner Musikalischen Reisen Durch Böhmen, Sachsen, Brandenburg, Hamburg und Holland, Mit einigen 
Zusätzen und Anmerkungen zum zweyten und dritten Bande", Hamburg 1773, p. 1 
３ Národní muzeum – České muzeum hudby, Karmelitská 2/4, 118 00 Praha 1 チェコ共和国 
４ Günther Grünsteudel, "Bähr blies wie ein Gott" – Der Klarinettist Franz Joseph Beer (1770-1819), in: Rohrblatt 23, Falkensee 2007, p. 155 
５ ピアノ教育用として演奏されるソナチネの作曲者として有名。しばしば混同される、モーツァルトと親交が深かったフランティ

シェク・クサヴェル・ドゥシェク František Xaver Dušek (1731-1799) とは別人。 
６ 例えば、ヴァルトシュテイン宮殿は国会、旧市街広場に面するキンスキー宮殿、プラハ城正門前の広場に面するシュヴァルツェ

ンベルク宮殿は美術館。 
７ 1787年１月15日モーツァルトの手紙, Wilhelm A. Bauer, Otto Erich Deutsch, Mozart Briefe und Aufzeichnungen Gesamtausgabe in 7 
Bänden IV, Kassel 1962 
８ ピアノソナタ第21番 C-Dur op.53 はフェルディナント・エルンスト・フォン・ヴァルトシュタイン Ferdinand Ernst von Waldstein-
Wartenberg (1762-1823)に献呈、フランツ・ヨーゼフ・マクシミリアン・フォン・ロプコヴィッツ Franz Joseph Maximilian Fürst von 
Lobkowitz (1772-1816) はベートーヴェンの庇護者で、交響曲第３番 Es-Dur op. 55 は、1804 年、プラハ北方の街ラウドニツェ 
Roudnice nad Labem にあるロプコヴィッツ宮殿で非公開初演され彼に献呈された。 
９ 1796年、1798年に１回ずつ、1811年、1812年にそれぞれ２回ずつ。 
１０ Jan Racek, "Pražské pobyty"（プラハの滞在）, "Beethoven v Čechách" in: "Beethoven a české země", Praha 1964, p. 25 
１１ 自身が作曲した作品も残されており、また、モーツァルトやミズリヴェーチェクとも親交があり、膨大な楽譜コレクションは国

立音楽博物館に所蔵されている。1811年にプラハコンセルヴァトワール設立の後、パフタの宮廷楽団は解散した。 
１２ 1777 年、ヨセファの母の出身地、ザルツブルクでモーツァルトと会う。Gabriela Kalinivá, Adam Hnojil a. kol., "Malostranský 
hřbitov hisorie a současnost"（マロストランスカー墓地 歴史と現在）, Praha 2016, p. 258 
１３ Václav Jan Sýkora,  František Xaver Dušek. Život a dílo, Prag 1958, p. 214-234 
１４ Jiří Mikuláš, "Der Prager Komponist Vinzenz Maschek (1755–1831) und Sachsen", in: Musiker-Migration und Musik-Transfer zwischen 
Böhmen und Sachsen im 18. Jahrhundert, Institut zur Erforschung und Erschließung der Alten Musik in Dresden 2012, Dresden 2013, 
(Mikuláš 2013), p. 103 
１５ Gottfried Johann Dlabacž (Bohumír Jan Dlabač), "Allgemeines historisches Künstler-Lexikon für Böhmen und zum Theil auch für 
Mähren und Schlesien", Prag 1815, sp. 267 
１６ Mikuláš  (2013), p. 104-105 
１７ Dlabacž, sp. 267, "Hierauf besuchte er die berühmten Städte Deutschlands mit dem böhmischen Kavalier Grafen von Wrtby, und ließ sich 
zu Berlin, Dresden, Halle, Leipzig, Hamburg, sowie auch später zu Kopenhagen mit vielem Beifalle hören." 
１８ 「東インド会社の貿易船」"Der Ostindienfahrer", 作品は消失、1790 年プラハで初演（？）、「鏡の騎士」"Der Spiegelritter"、作

品は消失、1794 年３月９日プラハで初演、プラハいずれもドラバツの記述に記載、Gottfried Johann Dlabacž, "Allgemeines 
historisches Künstler-Lexikon", Prag 1815, Band II, Sp. 268、イシー・ミクラーシュによる作品目録、Jiří Mikuláš, "Vinzenz Maschek 
(1755-1831) – Ţivot a dìlo Vinzenz Maschek (1755-1831) – Life and Work" (Mikuláš 2011), p. 868-869 
１９ 22 のミサ曲、４曲のレクイエムを始め、グラドゥアーレ、オッフェントリウム、パストラール、モテト、リタニアなど数多くの

教会音楽作品を残している。 
２０ Mikuláš (2011), pp. 337-930 
２１ 1806年プラハ初演の記録がある, Mikuláš (2011), p. 371, 
２２ Mikuláš (2011), pp. 542-552 
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２３ Heinrich Christoph Koch, "Harmonia", "Musikalisches Lexikon, welches die theoretische und praktische Tonkunst, encyclopädisch 
bearbeitet, alle alten und neuen Kunstwörter erklärt, und die alten und neuen Instrumente beschrieben, enthält",  Frankfurt 1802, Sp. 738-
743 
２４ D-B: Mus. ms. 13795, 1805年に街区番号変更により178番となる。 
２５ Mikuláš (2011), p. 58 
２６ 現在、マラー・ストラナには多くの大使館があり、国会議事堂、財務省など官公庁も多い。 
２７ Mikuláš (2011), p. 58 
２８ ナウマン、ヴラニツキー、フォーグラー 
２９ "…schade daß der 4tn Capellmeister Hoffmeister den ich herzlich grüße und bald hier erwarte, nicht zugegen war.", Mikuláš 2011, p. 53 
３０ Mikuláš (2011), p. 53 
３１ モーツァルトの「レクイエム」  KV626 が演奏された。 
３２ Kalinivá, p. 377 
３３ CZ-Pst (現：CZ Pnm): TP 690, Miklaš (2011), p. 75, p. 548（CZ-Pst: ストラホフ修道院, CZ-Pnm:チェコ国立博物館附属音楽図書館） 
３４ Mikuláš (2011), p. 548 
３５ Kalinivá, p. 395 
３６ Kalinivá, p. 258 
３７ Katsuaki Ichikawa, "Die Harmoniemusik am Hof von Oettingen-Wallerstein", Diss. Halle 2015, p. 1 
３８ Joseph Sonnleithner, Wiener Theater Almanach des Jahres 1794, Wien 1794, pp. 173-174 
３９ Achim Hofer, "Was ist "Harmoniemusik"? Annäherungen an eine Antwort", in: TIBIA 1995, p. 579 
４０ Ichikawa, p. 21 
４１ ここではハルモニームジークと管楽パルティータは同義語として扱う。 
４２ Dlabacž, sp. 352 
４３ 市川克明, 「モラヴィア兄弟団の管楽アンサンブルについての一考察」, 愛媛大学教育学部紀要. vol.62, p.67-78 
４４ CZ-Pnm: XXII C68-73, C119-156 
４５ CZ-Pnm: XXII D228-252 
４６ CZ-Pnm: XXII A33-77 
４７ CZ-Pnm: XXII A194-251 
４８ CZ-Pnm: XXII B79-82 
４９ CZ-Pnm: XXII B240-264 
５０ CZ-Pnm: XXII C38-43 
５１ CZ-Pnm: XXII D190-198 
５２ CZ-Pnm: XXII E46-59 
５３ プラハ国立博物館附属音楽図書館のパフタ伯爵家伝承の楽譜カタログ CZ-Pnm: XXII による。 
５４ "Nachricht: Ueber den Zustand der Musik in Böhmen", in: "Allgemeine musikalische Zeitung" 1800. 4. 9, Leipzig 1800, Sp. 493 
５５ Václav Jan Sýkora, "František Xaver Dušek Život a dílo", Prague, 1958 
５６ CZ-Pnm: XII E343, XX F106, XXII C38-43 
５７ Mikuláš Mik. VM V:7 など、Mikuláš(2011), p. 379, CZ-Pnm: XX F13 
５８ 1808年設立、1811年から授業開始。 
５９ 1862年設立、マラー・ストラナに本部がある。 
６０ Petr Macek,, "Český hudební slovník osob a institucí", Praha 1965, p. 812 
６１ その後、1972 年、社会主義政権のもとでプラハ芸術協会は解散するが、1990 年、ビロード革命後再結成され、現在でも活発な

芸術活動を行なっている。 
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６２ Mikuláš (2011), pp. 355-366,  表「ヴィンツェンツ・マシェクの管楽伴奏付きチェンバロ・クラヴィーア協奏曲」参照。 
６３ Concert en Eb Pour Forte Piano Principale Avec 2 Clarinett en B, 2 Cors en Eb, 2 Fagott, 1802年ごろ作曲、H-KE: Sig. 0/139 
６４ CZ-Pnm: XXXVIII C 281, 現時点ではどちらがオリジナルかは特定できない。 
６５ III:5, III:6 は共通素材の楽曲である。以下この注釈は略。 
６６ Ichikawa, pp. 232 ff. 
６７ 当該協奏曲のタイトルは「パルティア」であり、その意味ではメヌエットを中間楽章に用いることは多い。 
６８ Mikuláš 2011, pp. 482-484 
６９ ブライトコプフ出版プレート番号、Mik. VM III: 4は111、Mik. VM XIII: 5は99である。Mikuláš 2011, p. 361, p. 482-484 
７０ CZ-Pnm: XIII F 375, CZ-Pnm: II C 19, 楽譜資料参照 
７１ "Nachrichten Strassburg", in: "Allgemeine musikalische Zeitung" 1822. 8. 28, Leipzig 1822, Sp. 565 
７２ "Nachrichten Strassburg", Sp. 565 
７３ Mikuláš (2011), pp. 355-359 
７４ 高齢で療養中のため直接の調査は不可能であった。 
７５ Mikuláš (2011), pp. 355-359, ミクラーシュ氏のカタログでは、旧番号が記載されている。 
７６ CZ-Pu: 59 R 4099（CZ-Pu:チェコ国立図書館） 
７７ CZ-Pu: XR 165（旧:  CZ-Pu: 59 R 2950） 
７８ CZ-Pu: XR 164（旧:  CZ-Pu: 59 R 2949） 
７９ CZ-Pu: XR 166（旧:  CZ-Pu: 59 R 2951） 
８０ CZ-Pu: XR 164 
８１ https://www.antikvariatmotyl.cz/gramodesky/vaclav-vincenc-masek-1.html, 2017.10.27 
８２ 今後シェスターク氏所蔵の楽譜を比較できれば解明に近づくものと思われる。 
８３ D-B: Mus. ms. 13795/3（D-B ドイツ国立図書館：ベルリン） 
８４ マラー・ストラナ Malá Strana 
８５ Mikuláš (2011), pp. 364 
８６ CZ-Pnm: XXXVIII C 281 
８７ Broumovský klášter 
８８ CZ-Pnm: XXXVIII C 281, 楽譜資料参照 
８９ Viktorie Dědečková, "Antonín Celestýn Mentzel a hudba v Broumově v 18. století (Anthony Celestýn Mentzel and music in 18th century 
Broumov), Mag. Filozofická fakulta Univerzity Karlovy（カレル大学哲学学部）, Praha 2014, p. 27 
９０ D-B: Mus. ms. 13795 
９１ https://www.narodnifonoteka.cz/Record/5445fb5bcb798530238b9217, 2017.10.27 参照 
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